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(54)【発明の名称】 捕水材を備えた有機ＥＬ素子

(57)【要約】
【課題】有機ＥＬ素子の固形状捕水材の強度を高くする
こと、及び固形状捕水材を接着剤を使用せずに密封容器
内に固着すること。
【解決手段】  ガラス基板１１、シール材１３及び封止
ガラス板１２により密封容器を構成し、ガラス基板１１
に、透明電極１４、有機発光材層１６、陰極電極１５を
積層して成る発光部を形成してある。捕水部材１８１，
１８２は、アルミニウムプレート１９と捕水材２１とを
一体的にプレス成形により形成し、アルミニウムプレー
ト１９のボンディング部分２２を、ガラス基板１１のア
ルミニウム薄膜１７１，１７２に、超音波ボンディング
により固着してある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基材及び封止部材から成る密封容器を備
え、その基材に第１電極、有機層及び第２電極から成る
発光部を形成してある有機ＥＬ素子において、金属プレ
ートと捕水材とを一体的に形成した捕水部材を、密封容
器の内面に形成した金属薄膜に超音波ボンディングによ
り固着してあることを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項２】  請求項１に記載の有機ＥＬ素子におい
て、前記金属プレートには、捕水材を充填する凹部を形
成してあることを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項３】  請求項１に記載の有機ＥＬ素子におい
て、前記金属薄膜は、陰極電極となる前記第１電極又は
前記第２電極と同じ材料から成り、陰極電極と同時に前
記基材に形成してあることを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項４】  請求項１に記載の有機ＥＬ素子におい
て、前記捕水部材は、金属プレートと捕水材とを一体的
にプレス成形してあることを特徴とする有機ＥＬ素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本願発明は、捕水材を備えた
有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、蛍光性有機化合物の薄
膜を陰極と陽極の間に挟んだ構造であり、前記薄膜に正
孔及び電子を注入して再結合させることにより励起子
（エキシトン）を生成させ、この励起子が失活する際の
光放出（蛍光、燐光）を利用して表示等を行う素子であ
る。上記原理に基づいて発光する有機ＥＬ素子は、最近
１０Ｖ程度の電圧で１０００ｃｄ／ｍ2以上の特性を示
すことから、薄型で軽量な自発光型素子として注目され
ている。有機ＥＬ素子は、有機ＥＬ素子の電極等に付着
した水分或いは有機ＥＬ素子内へ浸入した水分が、有機
発光材層と陰極電極の間に浸入して、陰極電極が有機発
光材層から部分的に剥離し、その剥離した部分は、通電
しなくなる。その結果、陰極電極が剥離した部分の有機
発光材層は、発光しなくなり、いわゆるダークスポット
（黒点）が発生する。このダークスポットの発生を防止
する手段として、捕水材（乾燥材）を用い、その捕水材
を有機ＥＬ素子の密封容器内に装着する方法が提案され
ている。なお捕水材から成る捕水手段をゲッターと呼ぶ
こともある。
【０００３】図７は、従来の固形状捕水材を装着した有
機ＥＬ素子の断面図である。ガラス基板７１に、ＩＴＯ
等の透明電極７３、有機発光材層７５、及びアルミニウ
ム等の金属から成る陰極電極（背面電極）７４を積層し
て成る発光部を形成してある。ガラス基板７１には、封
止材７８によりカバーガラス（封止缶）７２を固着し、
ガラス基板７１とカバーガラス７２とにより密封容器を
形成している。カバーガラス７２の内面には、固形状捕
水材７６を固着してある。固形状捕水材７６には、成形
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捕水材を用いて粘着材７７で固着する方法（特開平９－
１４８０６６号公報参照）と、エポキシ樹脂接着剤７７
で固着する方法（特開昭６０－９７号公報参照）が提案
されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】従来の成形捕水材は、
脆くて欠け易いため、捕水材をカバーガラスに装着する
作業が大変面倒であり、また装着の際欠けた捕水材が発
光部材等に付着して、障害になることもある。従来の成
形捕水材は、脆く欠け易いことに加えて接着強度が充分
でないため、カバーガラスに装着後、外部の振動や衝撃
により、剥離したり、破損して欠片が剥落したりするこ
とがある。またエポキシ樹脂接着剤等の有機材から成る
接着剤は、水分が付着し易いため、固着手段として使用
することは好ましくない。本願発明は、これらの点に鑑
み、強度の高い成形捕水材を形成し、その成形捕水材
を、接着剤を使用することなく、容易に強固に密封容器
内に装着することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本願発明の有機ＥＬ素子
は、基材及び封止部材から成る密封容器を備え、その基
材に第１電極、有機層及び第２電極から成る発光部を形
成してある有機ＥＬ素子において、金属プレートと捕水
材とを一体的に形成した捕水部材を、密封容器の内面に
形成した金属薄膜に超音波ボンディングにより固着して
ある。本願発明の有機ＥＬ素子は、前記の有機ＥＬ素子
において、前記金属プレートには、捕水材を充填する凹
部を形成してある。本願発明の有機ＥＬ素子は、前記１
番目の有機ＥＬ素子において、前記金属薄膜は、陰極電
極となる前記第１電極又は前記第２電極と同じ材料から
成り、陰極電極と同時に前記基材に形成してある。本願
発明の有機ＥＬ素子は、前記１番目の有機ＥＬ素子にお
いて、前記捕水部材は、金属プレートと捕水材とを一体
的にプレス成形してある。
【０００６】
【発明の実施の形態】図１は、本願発明の第１実施の形
態に係る有機ＥＬ素子の平面図と断面図である。図１
（ａ）は、透視平面図、図１（ｂ）は、図１（ａ）のＸ
１－Ｘ１部分の断面図、図１（ｃ）は、図１（ａ）のＸ
２－Ｘ２部分の断面図である。
【０００７】図において、１１は基材となるガラス基
板、１２は、封止部材となる封止用ガラス板、１３は、
封止部材となるシール材、１４は、第１電極となるＩＴ
Ｏ等の透明電極、１５は、第２電極となるアルミニウム
の陰極電極（背面電極）、１６は有機材層となる有機発
光材層、１７１，１７２は、アルミニウム薄膜、１８
１，１８２は、捕水部材、１９は、アルミニウムプレー
ト、２１は、捕水材、２２は、ボンディング部分であ
る。
【０００８】ガラス基板１１には、透明電極１４、有機
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発光材層１６、陰極電極１５から成る発光部を積層形成
してある。発光部の積層順序は逆になってもよい。この
発光部は、周知の構造のもので、周知の製造方法により
形成する。ガラス基板１１、シール材１３、及び封止用
ガラス板１２は、密封容器を構成し、前記発光部は、そ
の密封容器に収容されている。捕水部材１８１，１８２
の構造は、図３により後述するが、アルミニウムプレー
ト１９の深さ０．１ｍｍの凹部に酸化バリウム等の捕水
材２１を充填し、アルミニウムプレート１９と捕水材２
１とを一体的に成形してある。ガラス基板１１のアルミ
ニウム薄膜１７１，１７２は、アルミニウム薄膜から成
る陰極電極１５を形成する際、陰極電極１５の形成と同
時に形成する。したがって、アルミニウム薄膜１７１，
１７２は、独自の成膜工程が必要でない。
【０００９】捕水部材１８１，１８２のアルミニウムプ
レート１９は、それらのボンディング部分２２をアルミ
ニウム薄膜１７１，１７２に、超音波ボンディングによ
り固着してある。ここでは、厚み０．３ｍｍのアルミニ
ウムプレート１９をアルミニウム薄膜１７１，１７２に
重ね、周波数３８ｋＨｚ、出力２００Ｗ、振幅７０ミク
ロンの超音波により、アルミニウムプレート１９のボン
ディング部分２２を、加圧力３２Ｎで０．３ｓ（秒）間
加圧してボンディングを行った。ボンディング面積は、
約２ｍｍ×２ｍｍである。ボンディングの強度は、シェ
アー強度試験によると３Ｎ以上あった。また１５００
Ｇ、０．５ｍｓの衝撃試験においても、アルミニウムプ
レート１９が剥離したり、捕水材２１が欠けたりするこ
とはなかった。ここでシェアー強度試験は、固着した捕
水部材に測定用の冶具を当てて横方向から力を加え、捕
水部材が剥がれるときの強度を測定した。アルミニウム
薄膜１７１，１７２の膜厚は、超音波ボンディングの強
度の観点から、０．１μｍ以上あればよいが、０．３μ
ｍ以上が好ましい。
【００１０】アルミニウムプレート１９のボンディング
は、ボンディング部分２２の１箇所のみでも充分である
が、アルミニウムプレート１９の両端部をボンディング
すればさらに強固になる。なおアルミニウムプレート１
９のボンディング箇所は、アルミニウムプレート１９の
両端部に限らず、アルミニウムプレート１９の周辺、中
央部分（捕水材２１のある部分）であってもよい。アル
ミニウムプレート１９のボンディング箇所は、アルミニ
ウムプレート１９の大きさやアルミニウム薄膜１７１，
１７２を形成する場所の状況に応じて適宜選定すればよ
い。
【００１１】図２は、本願発明の第２実施の形態に係る
有機ＥＬ素子の平面図と断面図である。図２（ａ）は、
透視平面図、図２（ｂ）は、図２（ａ）のＸ３－Ｘ３部
分の断面図、図２（ｃ）は、図２（ａ）のＸ４－Ｘ４部
分の断面図である。図１と同じ部分は、図１と同じ符号
を使用している。
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【００１２】捕水部材１８１，１８２の構造は、図４に
より後述するが、アルミニウムプレート１９の裏面（捕
水材２１のない面）には、ボンディング用面を除いて、
アルマイト処理を施し、酸化アルミニウムの絶縁層を形
成してある捕水部材１８１，１８２は、その絶縁層の面
を透明電極１４、陰極電極１５の上に重ねて配置し、超
音波ボンディングにより、アルミニウムプレート１９の
ボンディング部分２２をアルミニウム薄膜１７１，１７
２に固着してある。この場合、アルミニウムプレート１
９は、絶縁層（図４の１９２）により透明電極１４、陰
極電極１５と絶縁されているから、電気的に短絡するこ
とはない。
【００１３】図２の場合には、捕水部材１８１，１８２
は、透明電極１４、陰極電極１５の上に配置されている
から、捕水部材１８１，１８２を設置するための専用の
スペースは必要でない。したって密封容器を小さくする
ことができる。また図２の場合には、図１と同様の位置
に捕水部材を配置することもできるから、必要に応じて
捕水部材の個数を増やすことができる。
【００１４】図３は、図１の捕水部材の平面図と断面図
である。図３（ａ）は、平面図、図３（ｂ）は、図３
（ａ）のＸ５－Ｘ５部分の断面図である。
【００１５】捕水部材１８（図１の捕水部材１８１，１
８２に該当する）は、アルミニウムプレート１９と酸化
バリウムの捕水材２１から成る。アルミニウムプレート
１９は、２ｍｍ×２０ｍｍの四辺形で、厚み０．３ｍｍ
の板状体から成り、深さ０．１ｍｍの凹部２０を形成し
てある。捕水部材１８は、アルミニウムプレート１９の
凹部２０に酸化バリウムの粉末を充填し、プレス圧２ｔ
で、アルミニウムプレート１９と酸化バリウムの粉末と
をプレスして両者を一体的に成形する。プレス圧が２ｔ
程度になると、金属プレート１９と酸化バリウムの粉末
との密着力は大きく、両者は、一体的に強固に接着され
るため、従来の酸化バリウムの粉末を単体でプレス成形
したものの脆さは、なくなる。なお捕水部材１８は、プ
レス成形後所定の温度で焼結し、さらに強度を高めるこ
ともできる。
【００１６】図４は、図２の捕水部材の平面図と断面図
である。図４（ａ）は、平面図、図４（ｂ）は、図４
（ａ）のＸ６－Ｘ６部分の断面図である。
【００１７】捕水部材１８（図２の捕水部材１８１，１
８２に該当する）は、アルミニウムプレート１９の絶縁
層１９２を除いて、図３の捕水材１８と同じ構造であ
る。アルミニウムプレート１９の裏面（捕水材２１のな
い面）には、ボンディング用面１９１を除いて、アルマ
イト処理等の酸化処理を施して酸化アルミニウムの絶縁
層１９２を形成してある。絶縁層１９２の厚みは、５～
１０μｍである。絶縁層１９２を設けることにより、有
機ＥＬ素子の透明電極や陰極電極に、別途絶縁層を設け
ることなくそれらの電極に捕水部材１８を直接重ねて配
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置することができる。ボンディング用面１９１は、一箇
所に限らず、捕水部材１８の大きさや捕水部材１８を取
付ける場所の透明電極や陰極電極の位置等を勘案して、
必要箇所に設ければよい。
【００１８】図５は、本願発明の第３実施の形態に係る
有機ＥＬ素子の平面図と断面図である。図５（ａ）は、
平面図（一部）、図５（ｂ）は、図５（ａ）のＸ７－Ｘ
７部分の断面図である。図１と同じ部分は、図１と同じ
符号を使用している
【００１９】捕水部材１８のアルミニウムプレート１９
には、両面に凹部２０１，２０２を形成し、その凹部２
０１，２０２に捕水材２１１，２１２を充填して、アル
ミニウムプレート１９と捕水材２１１，２１２とを一体
的にプレス成形してある。捕水部材１８は、アルミニウ
ムプレート１９のボンディング部分２２１，２２２を、
ガラス基板１１に形成したアルミニウム薄膜２３１，２
３２に超音波ボンディングにより固着してある。図５の
例では、捕水材２１２とガラス基板１１の間には、空間
ができるから、捕水材２１２も捕水効果を奏することが
できる。この場合には、２個の捕水材２１１，２１２
を、１個のアルミニウムプレート１９と一体的に成形し
てあるから、捕水部材１８の設置スペースは、１個分で
よく、省スペース化を図ることができる。
【００２０】図６は、本願発明の実施形態に係る捕水部
材の変形例の断面図である。図１と同じ部分は、図１と
同じ符号を使用している。図６（ａ）～（ｄ）は、アル
ミニウムプレート１９に凹部を設け、その凹部に捕水材
２１を充填して、アルミニウムプレート１９と捕水材２
１とを一体的にプレス成形した例で、図６（ａ），
（ｂ）は、凹部をアルミニウム薄膜１７と直交する方向
に設け、図６（ｃ），（ｄ）は、凹部をアルミニウム薄
膜１７と平行する方向に設けてある。図６（ａ）の捕水
材２１の表面は、アルミニウムプレート１９の表面より
も低く形成し、図６（ｂ）は、捕水材２１の表面をアル
ミニウムプレート１９の表面よりも高く形成してある。
図６（ｄ）は、凹部をアルミニウムプレート１９の両面
に形成してある。
【００２１】図６（ｅ）～（ｈ）は、凹部を設けないア
ルミニウムプレート１９と捕水材２１とを一体的にプレ
ス成形した例で、凹部を設けない分、アルミニウムプレ
ート１９の構造が簡単になり、安価に製造できる。図６
（ｅ）の捕水材２１の幅は、アルミニウムプレート１９
の幅と同じにし、図６（ｆ）の捕水材２１の幅は、アル
ミニウムプレート１９の幅よりも小さくし、図６（ｇ）
の捕水材２１の幅は、アルミニウムプレート１９の幅よ
りも大きくしてある。図６（ｈ）の捕水材２１は、その
表面を波状或いは凹凸状に形成して、捕水材２１の表面
積を大きくして捕水面積を大きくしてある。捕水材２１
の波状或いは凹凸状の表面は、図６（ａ）～（ｄ）の場
合にも有効である。
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【００２２】図６（ａ）～（ｇ）のいずれの形式の捕水
部材を採用するかは、捕水部材を取付ける場所のスペー
ス、捕水部材をボンディングするアルミニウム薄膜の形
状や大きさ、或いは発光部の位置に応じて選択する。
【００２３】前記各実施形態は、捕水材として酸化バリ
ウムを用いた例について説明したが、酸化バリウムに限
らず、例えば、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属
酸化物、硫酸塩、金属ハロゲン化物、過塩素酸塩、有機
物を用いることができる。
【００２４】アルカリ金属酸化物としては、酸化ナトリ
ウム、酸化カリウム等を、アルカリ土類金属酸化物とし
ては、酸化カルシウム、酸化マグネシウム等を用いるこ
とができる。また硫酸塩としては、硫酸リチウム、硫酸
ナトリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、硫酸
コバルト、硫酸ガリウム、硫酸チタン、硫酸ニッケル等
を用いることができる。
【００２５】金属ハロゲン化物としては、塩化カルシウ
ム、塩化マグネシウム、塩化ストロンチウム、塩化イッ
トリウム、塩化銅、ふっ化セシウム、ふっ化タンタル、
ふっ化ニオブ、臭化カルシウム、臭化セリウム、臭化セ
レン、臭化バナジウム、臭化マグネシウム、よう化バリ
ウム、よう化マグネシウム等を用いることができる。ま
た過塩素酸塩としては、過塩素酸バリウム、過塩素酸マ
グネシウム等を用いることができる。
【００２６】前記各実施形態は、捕水部材をボンディン
グするアルミニウム薄膜をガラス基板に形成する例につ
いて説明したが、封止用ガラス板に形成することもでき
る。前記各実施形態における捕水部材のアルミニウムプ
レート及びボンディング用アルミニウム薄膜は、アルミ
ニウムに限らず、金、銀、銅等の金属薄膜であってもよ
い。なお従来有機ＥＬ素子は、一般に陰極電極の材料と
してアルミニウムを使用しているから、ボンディング用
アルミニウム薄膜は、陰極電極と同じ材料になる。した
がってこの場合には、ボンディング用アルミニウム薄膜
と陰極電極は、同一の工程で同時に形成することができ
るから、ボンディング用アルミニウム薄膜の形成が簡単
になる。またボンディング用アルミニウム薄膜とアルミ
ニウムプレートの材料が、同じ場合には、超音波ボンデ
ィングが容易になり、ボンディング強度も高くなる。
【００２７】前記各実施形態は、金属プレートと捕水材
とをプレスにより一体化する例について説明したが、金
属プレートに捕水材を塗布、或いは蒸着等によって被着
してもよい。この場合、一枚の金属プレートに捕水材を
被着し、その捕水材を被着した金属プレートを所定の大
きさに切断して使用することもできる。
【００２８】なお前記各実施形態の有機ＥＬ素子の構造
としては、少なくとも一方が透明又は半透明である一対
の陽極及び陰極からなる電極間に発光層（有機層）のみ
を設けた例について説明したが、これ以外に、陰極と発
光層との間に電子輸送層を設けた構造、陽極と発光層と
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7
の間に正孔輸送層を設けた構造であってもよい。また発
光層、正孔輸送層、電子輸送層は、それぞれ２層以上で
もよい。
【００２９】ここで発光層とは、発光する機能を有する
層であり、正孔輸送層とは、正孔を輸送する層であり、
電子輸送層とは、電子を輸送する層である。また正孔輸
送層と電子輸送層は、電荷輸送層と呼ぶこともある。ま
た電極に隣接して設けた電荷輸送層の内、電極から電荷
注入効率を改善する機能を有し、素子の駆動電圧を下げ
る効果を有するものは、特に電荷注入層（正孔注入層、
電子注入層）と一般に呼ばれることがある。さらに電極
と密着性向上や電極からの電荷注入の改善のために、電
極に隣接して前記の電荷注入層又は膜厚２ｎｍ以下の絶
縁層を設けてもよい。また界面の密着性や混合の防止等
のために電荷湯粗相や発光層の界面に薄いバッファー層
を挿入してもよい。積層する層の順番や数、及び各層の
厚みについては、発光効率や素子の寿命を勘案して適宜
用いることができる。
【００３０】
【発明の効果】本願発明の捕水部材は、金属プレートと
捕水材とを一体的にプレス成形するのみで製造できるか
ら、製造方法が簡単で、かつ出来上がった捕水部材は、
脆さがなく、強度が高いから、取付け作業が容易で、か
つ密着強度が高いから、取付け後も外部の振動や衝撃で
欠けたり、破壊したりすることはない。本願発明の捕水
部材は、捕水部材の金属プレートを、ガラス基板等の金
属薄膜に超音波ボンディングにより固着するから、簡単
に固着でき、しかも高い固着強度が得られるから、外部
の振動や衝撃により剥離することがない。
【００３１】本願発明の捕水部材は、超音波ボンディン
グにより固着するから、水分の付着し易いエポキシ樹脂
接着剤等の接着剤が必要でない。したがって有機ＥＬ素*
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*子を製造する際、密封容器内へ取り込まれる水分は、エ
ポキシ樹脂接着剤等の接着剤を使用しない分小さくな
り、捕水材もその分少なくてよい。本願発明は、捕水部
材の超音波ボンディング用金属薄膜をガラス基板に形成
する場合には、その金属薄膜を陰極電極と同一工程で同
時に形成することができから、金属薄膜の形成が簡単に
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ素子の
透視平面図と断面図である。
【図２】本願発明の第２実施形態に係る有機ＥＬ素子の
透視平面図と断面図である。
【図３】図１の捕水部材の平面図と断面図である。
【図４】図２の捕水部材の平面図と断面図である。
【図５】本願発明の第３実施形態に係る有機ＥＬ素子の
透視平面図と断面図である。
【図６】本願発明の実施形態に係る各種捕水材部の断面
図である
【図７】従来の有機ＥＬ素子の断面図である。
【符号の説明】
１１    ガラス基板
１２    封止用ガラス板
１３    シール材
１４    透明電極
１５    陰極電極
１６    有機発光材層
１７    アルミニウム薄膜
１８    捕水部材
１９    アルミニウムプレート
２０    凹部
２１    捕水材
２２    超音波ボンディング部分

【図３】 【図４】
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